
『まち・ひと・しごと創生総合戦略』
将来のまち 市民アンケート調査結果

（概要）
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1.調査の概要

新たな『まち・ひと・しごと創生総合戦略』の策定にあたって、市民が日常感じている生活環

境や出産・子育て環境等に対する課題などを把握し、市民のニーズを踏まえた検討・戦略立案

を進めていくことを目的とする。

1.1 調査の目的
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1.2 調査の概要

調査対象：守谷市内にお住まいの18歳以上の方の中から3,000人を無作為抽出

調査方法：郵送配布回収方式

調査時期：令和3年2月

調査内容：現在のお住まいの状況や生活行動場所、“住まう”場に関すること、出産・子育てに

関すること、働き方に関すること、戦略分野別の展開施策（行政の活動）の現在の

満足度、今後の重要度、守谷市が目指すべき姿 など

回答者数：1,291票（回答率43.0％）



商 工      業

19.7%

農林水産業

0.1%

自由業(芸術

家 開業医 

弁護士など)

1.8%

専門的技術職

17.2%

事務職

18.6%

労務職 2.4%

内職       等

8.9%

専業主婦(主夫)

14.0%

学生

5.1%

無職 4.8% その他

7.4%

職 業

10歳代 2.2%

20歳代

11.5%

30歳代

21.5%

40歳代

30.8%

50歳代

21.2%

60歳代

12.9%

年 齢

男

41.5%
女

58.5%

性 別

守谷(本町 百合ケ丘 松並 

小山 同地 赤法花)

23.4%

守谷(ひがし野 

中央 松並青葉)

20.7%

高野(高野 鈴塚 乙子)

0.7%

大野(野木崎 大柏) 3.0%

大井沢(大木 板戸井 立沢 

大山新田) 4.1%

北守谷(久保ケ丘 

御所ケ丘 薬師台 

松前台)

22.6%

みずき野 5.5%

南守谷(松ケ丘 

けやき台)

16.7%

美園 3.4%

居住地区

0人

32.6%

1人

22.9%

2人

34.3%

3人以上

10.2%

子どもの人数

結婚している

72.3%

結婚していない

27.7%

結 婚

世帯主（または配偶者）

1人のみ働いている

36.9%

世帯主及び配偶者の両方が

     で働いている

24.5%

どちらか一方が      

もう一方が短時間     

   で働いている

29.9%

その他

8.7%

世帯の働き方

2.調査の結果

2.1 回答者の属性
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7.3% 23.3% 15.2% 26.1% 15.9% 12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在のお住まいでの居住年数

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上

78.8% 5.6%
3.0%
9.9%

1.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在のお住まいの種類

持家(戸建て) 持家(      集合住宅等)

貸家(戸建て) 貸家(      集合住宅等)

社宅 寮(会社借上の     等を含む) その他

2.調査の結果

・約8割が「持ち家（戸建）」と回答している。
・現在のお住いでの居住年数は、5年未満が約3割、10年以上が5割を超えている。

2.2 現在のお住まいの状況や生活行動場所等
（1）現在のお住いの種類と居住年数
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26.9% 21.5% 45.1% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の住まいの前の居住地

守谷市内の別の地区から引っ越してきた
茨城県内の他市町村から転入してきた
茨城県外から転入してきた
該当しない(生まれてからずっと現在の場所に住んでいる)

21.1%
54.0%

14.9%
8.4%

0.8%
7.3%

0.8%
0.2%

13.7%
0.1%

13.7%
3.4%

11.5%
12.4%

7.1%
20.5%

8.4%
1.9%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

守谷市は発展するまちだと思ったから

TXなどにより通勤 通学が便利なまちだから

高速道路ICが近いなど車が利用しやすいから

市内 近隣に商業施設がたくさんあるから

医療機関が充実しているから

学校など子どもの教育に適している環境があるから

保育所(園)や幼稚園 学童保育などが充実しているから

医療費補助など子育てへの経済的支援が充実しているから

働く場所が近いから

介護     が充実しているから

公園や自然環境に恵まれているから

治安が良いから

地価 家賃が(これまで住んでいた所より)安いから

家族構成の変化に応じた家の広さが必要となったから

結婚した配偶者が住んでいたから

実家があるから 親戚が近くに住んでいるから

もともと住んでいたことがあったから

社宅など会社に指定されたから

その他

守谷市に居住することとした理由（複数回答・3つまで）

2.調査の結果

・6割以上が「県内外か
らの転入」、約3割が
「市内からの引越」と
回答している。

・居住することとした理
由は、5割以上が「TX
などにより通勤･通学が
便利なまちだから」、
約2割が「守谷市は発
展するまちだと思った
から」「実家があるか
ら､親戚が近くに住んで
いるから」と回答して
いる。

2.2 現在のお住まいの状況や生活行動場所等
（2）現在の住まいの前の居住地と守谷市に居住することとした理由
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75.8%
5.6%
1.4%
4.2%

27.3%
4.2%
15.5%

0.6%
15.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

カフェ 外食

38.7%
3.6%
3.1%
2.2%
11.8%
17.3%
9.9%

1.2%
4.5%
18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

スポーツ アウトドア

27.0%
2.0%
1.7%
2.1%

21.1%
18.9%
22.8%

3.1%
25.3%
19.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

娯楽 レジャー

47.9%
4.6%
1.5%
3.0%
5.0%
2.4%
5.3%
0.7%
7.6%
0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

学校 習い事

71.5%
6.5%
1.8%
15.5%
25.6%

2.9%
21.2%

2.0%
13.3%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

買い物②（衣料・家具・家電）

97.4%13.5%
1.1%
10.1%
15.7%

1.7%
5.2%
0.8%
1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市内

取手市

常総市

つくばみらい市

つくば市

茨城県内その他

千葉県

埼玉県

東京都

上記以外の他県

買い物①（食料品・日用品）

2.調査の結果

・守谷市内での「買い物」「カフェ・外出」「学校・習い事」の割合が高く、次いで、つくば
市内での「カフェ・外食」「衣料・家具・家電」の割合が高くなっている。

2.2 現在のお住まいの状況や生活行動場所等
（3）生活行動においてよく行く場所（複数回答・それぞれ上限2つ）
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50.5%
8.9%

56.4%24.6%
9.6%

4.4%
2.9%

35.9%
22.6%
23.4%

6.3%
8.7%
8.1%

1.5%
7.7%

3.9%
5.4%
7.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤 通学が便利なところ

市内 近隣に働く場所があるところ

日常の買い物に便利なところ

医療環境の整ったところ

教育環境の整ったところ

文化施設（美術館 博物館等）が充実したところ

スポーツ レジャー環境が充実したところ

治安のよいところ

災害に強い地域 まち

公園や緑があり閑静なところ

新しく開発されたきれいな街並みがあるところ

子育て支援策が充実しているところ

保健 福祉サービスが充実しているところ

地域のコミュニティ活動が活発なところ

親の住まいに近いところ

昔から住み慣れた地域

地価 家賃が安いところ

生活基盤（道路や上下水道）が整備されたところ

その他

理想とする「住みたいまち」（複数回答・上限3つ）

2.調査の結果

・理想とする住みたいまちは、5割以上が「日常の買い物に便利なところ」、約5割が「通勤･
通学が便利なところ」、3割以上が「治安のよいところ」と回答している。

2.3 “住まう”場に関すること
（1）理想とする「住みたいまち」
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41.0% 33.9% 2.3% 19.8%

1.6%

1.5%

全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守谷市への居住継続意向

ぜひ住み続けたい 可能であれば住み続けたい

一度離れてもいつかは戻ってきて住み続けたい どちらともいえない こだわりはない

どちらかといえば住みたくない 住みたくない

43.5%

52.5%

5.3%

1.5%

15.4%

10.1%

1.7%

18.5%

11.9%

20.3%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤や通学が便利だから

日常の買い物などが便利だから

医療施設      が便利だから

近隣に進みたい学校 就職先があるから

治安が良いから

子育てしやすそうだから

地価や家賃が高くなさそうだから

家族と一緒に暮らしたいから

友人 知人がいるから

緑豊かな環境だから

その他

住み続けたい理由（複数回答・上限2つ）

2.調査の結果

・守谷市への居住継続
意向では、7割以上が
「ぜひ住み続けた
い」「可能であれば
住み続けたい」と回
答している。

・住み続けたい理由と
しては、約5割が「日
常の買い物などが便
利だから」、4割以上
が「通勤や通学が便
利だから」と回答し
ている。

2.3 “住まう”場に関すること
（2）守谷市での居住意向とその理由
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8.6% 54.9% 13.9% 8.9% 3.8% 10.0%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て環境の評価×子どもがいる方のみ

とても充実している まあまあ充実している どちらとも言えない

やや不十分である 不十分である わからない

6.9% 42.6% 13.4% 6.6%3.2% 27.3%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て環境の評価

とても充実している まあまあ充実している どちらとも言えない

やや不十分である 不十分である わからない

2.調査の結果

・守谷市の子育て環境の評価では、子どもがいる方は、6割以上が「とても充実している」
「まあまあ充実している」と回答している。

2.4 出産や子育てに関すること
（1）守谷市の子育て環境の評価
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26.0%

35.7%

42.7%

27.7%

46.8%1.6%

5.6%

34.9%

9.9%

2.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小児科 産婦人科等の医療機関

保育所(園)や幼稚園 学童保育

小 中学校などの学校施設

児童    (            )

公園などの遊び場

保育関連     (一時保育 病児 病後児保育等)

子育てに役立つ講座や     (両親学級 子育て    等)

子育てに関する補助(  福 すこやか医療 予防接種の助成等)

相談できる場所      (子育て支援     児童    等)

行政からの情報提供(     HP 広報紙等)

その他

特に充実していると思う子育て環境・サービス×子育て環境の評価が

「とても充実している」「まあまあ充実している」（複数回答・3つまで）

39.5%
42.7%

20.2%
3.2%

22.6%
21.0%

1.6%
31.5%

6.5%
4.0%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小児科 産婦人科等の医療機関

保育所(園)や幼稚園 学童保育

小 中学校などの学校施設

児童    (            )

公園などの遊び場

保育関連     (一時保育 病児 病後児保育等)

子育てに役立つ講座や     (両親学級 子育て    等)

子育てに関する補助(  福 すこやか医療 予防接種の助成等)

相談できる場所      (子育て支援     児童    等)

行政からの情報提供(     HP 広報紙等)

その他

特に不十分だと思う子育て環境・サービス×子育て環境の評価が

「やや不十分である」「不十分である」（複数回答・3つまで）

2.調査の結果

・守谷市で特に充実して
いると思う子育て環・
サービスは、「公園な
どの遊び場」「小･中学
校などの学校施設」の
回答が多くなっている。

・一方で、特に不十分だ
と思う子育て環境・
サービスでは「保育所
(園)や幼稚園､学童保
育」「小児科･産婦人科
等の医療機関」の回答
が多くなっている。

2.4 出産や子育てに関すること
（2）特に充実・不十分な子育て環境・サービス
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61.1%

8.9%

4.5%

43.4%

21.9%

23.3%

5.4%

12.1%

20.5%

14.7%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅から近い

職場に近い

駅や   停に近い

地域での評判がいい

就学前教育がしっかりしている

利用時間が長い 延長できる

入所(園)時期に融通がきく

小さい年齢から預けることができる

給食がある

利用料(保育料)が安い

その他

保育所(園)・幼稚園等を選ぶとき重視する(した)こと（複数回答・3つまで）

2.調査の結果

・保育所（園）・幼稚園等を選ぶとき重視する（した）点は、約6割が「自宅から近い」、約
4割が「地域での評判がいい」と回答している。

2.4 出産や子育てに関すること
（3）保育所（園）・幼稚園等を選ぶとき重視する（した）点
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2.27

2.23

2.26

2.35

2.17

1.8 2 2.2 2.4 2.6

全体

1人のみ就労

共働き（2人とも     ）

共働き（1人      

1人短時間・       ）

その他

理想の子どもの数×世帯の働き方

2.27

1.86

2.09

2.26

2.31

2.21

2.49

1.8 2 2.2 2.4 2.6

全体

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

理想の子どもの数×年齢

2.9%

6.6% 54.8% 32.2% 3.5%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想の子どもの数

0人 1人 2人 3人 4人以上

2.調査の結果

・理想の子どもの数では、5割以上が「2人」、約3割が「3人」と回答しており、全体平均で
は2.27人となっている。

・年齢別に見ると、若年層になるほど平均が下がる傾向となっている。

2.4 出産や子育てに関すること
（4）理想とする子どもの数
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4.2%

13.3% 28.4% 35.4% 18.7%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事を重視したい⇔プライベートを重視したい

仕事を重視したい
どちらかといえば仕事を重視したい
どちらともいえない
どちらかといえばプライベートを重視したい
プライベートを重視したい

11.7% 30.3% 29.1% 21.3% 7.6%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入を重視したい⇔やりがいを重視したい

収入を重視したい
どちらかといえば収入を重視したい
どちらともいえない
どちらかといえばやりがいを重視したい
やりがいを重視したい

3.1%

7.4%12.6% 24.8% 52.2%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務地を限定せずに働きたい×ある一定エリアで働きたい

勤務地を限定せずに働きたい
どちらかといえば勤務地を限定せずに働きたい
どちらともいえない
どちらかといえばある一定のエリアで働きたい
ある一定のエリアで働きたい

5.3%

12.5% 32.8% 27.7% 21.7%全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人が多く便利な都会で働きたい×緑豊かな環境で働きたい

人が多く便利な都会で働きたい
どちらかといえば人が多く便利な都会で働きたい
どちらともいえない
どちらかといえば緑豊かな環境で働きたい
緑豊かな環境で働きたい

2.調査の結果

・理想とする働き方では、一概には評価できないものの「仕事よりはプライベートを重視し
たい」「やりがいよりは収入を重視したい」「勤務地を限定せずに働くよりはある一定の
エリアで働きたい」「人が多く便利な都会より緑豊かな環境で働きたい」と回答されてい
る割合が高い。

2.5 働き方に関すること
（1）理想とする働き方
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77.0%

14.4%

17.0%

27.0%

51.6%

69.1%

9.4%

29.1%

52.3%

56.6%

38.1%

21.9%

2.7%

2.7%

4.0%

4.6%

4.5%

5.2%

9.5%

51.8%

25.4%

10.4%

4.4%

2.4%

1.4%

2.0%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

①第一子が生まれるまで

②末子が未就園児のとき

③末子が保育所（園） 幼稚園のとき

④末子が小学生のとき

⑤末子が中学生のとき

⑥末子が高校生・大学生以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て段階別の理想の働き

フルタイム勤務 時短勤務        専門職 自営業 専業主婦(主夫) その他

2.調査の結果

・子育て段階別の理想の働き方では、第一子が生まれるまで、末子が高校生・大学生以上で
「フルタイム勤務」を希望する割合が高い。

・末子が未就園児のときは約5割が「専業主婦（主夫）」と回答されているが、年齢が上がっ
てくるにつれて「時短勤務・パートタイム」の希望割合が高まり、末子が中学生のときに
は「フルタイム勤務」が「時短勤務・パートタイム」を上回る傾向となっている。

2.5 働き方に関すること
（2）子育て段階別の理想の働き方
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子育て支援基盤の強化子育てと就労の両立支援

妊娠・出産・育児にかかる

経済的支援の拡充

生活利便性の拡充

安心な生活環境の創出

教育環境の充実

自然・緑との共生

地縁の創出

“住まう”きっかけの創出

創業や新規ビジネスの創出支援

農業支援・6次産業の創出支援

身近な就労環境の維持・拡充

柔軟な職場・雇用環境の実現

地域企業等との連携強化
持続性ある地域・

コミュニティの形成

高齢者の生きがい・

活躍の場の創出

既存ストックの有効活用

広域での取組による地域の創生

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

4.10

4.20

4.30

2.80 2.90 3.00 3.10 3.20 3.30 3.40

Ⅰ 現状に対する市民満足度が低く

今後優先的に注力していくことが必要な分野
Ⅱ 現状に対する市民満足度は高いが

今後も注力していく必要性が

高いと感じている分野

Ⅳ 現状に対する市民満足度は高くないが

優先した取組の必要性も低いと

感じている分野

Ⅲ 現状に対する市民満足度は高く

それほど優先的な対応の必要性を

感じていない分野

満足度

平均3.09

重要度

平均3.83

満 足 度

重

要

度

2.調査の結果

 満足度の高い評価項目と
しては、「教育環境の充
実、自然・緑との共生」
「子育て支援基盤の強
化」などが挙げられる。

 一方で満足度の低い評価
項目としては、「身近な
就労環境の維持・拡充、
柔軟な職場・雇用環境の
実現」「既存ストックの
有効活用、広域での取組
による地域の創生」など
が挙げられる。

 重要度が高いと市民が感
じている項目として、
「生活利便性の拡充、安
心な生活環境の創出」
「妊娠・出産・育児にか
かる経済的支援の拡充」
などが挙げられる。

▲各展開施策の現在の満足度・今後の重要度

2.6 各展開施策の現在の満足度・今後の重要度
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11.8%

43.5%

44.5%

24.6%

23.9%

17.1%

57.2%

33.0%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

出会いの場の提供 結婚の気運を高める

安心して出産できる環境の提供(産婦人科など)

多様で質の高い保育 教育環境の充実

小児科など子ども向け医療機関の充実

公園 児童    などの安心して遊べる場の充実

子育て不安解消 相談できる場や機会の充実

妊娠 出産 子育ての経済的負担の軽減

多様な働き方を促す取り組み

その他

人口を増やす(維持する)ために重視すべき取り組み（複数回答・3つまで）

57.2%

57.1%

77.7%

63.2%

52.1%

49.1%

54.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

妊娠・出産・子育ての経済的負担の

軽減×年齢

2.調査の結果

・人口を増やす(維持する)ために重視すべき取り組みでは、約6割が「妊娠･出産･子育ての経
済的負担の軽減」、4割以上が「多様で質の高い保育･教育環境の充実」「安心して出産で
きる環境の提供(産婦人科など) 」と回答している。

・年齢別で見ると、20歳代のうち約8割が「妊娠･出産･子育ての経済的負担の軽減」と回答
している。

2.7 守谷市が目指すべき姿
（1）人口を増やす(維持する)ために重視すべき取り組み
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21.8%

38.7%

31.1%

28.2%

9.8%

11.4%

31.0%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

雇用の機会拡大により市内の就労者を増やし 

人口の維持 増加を目指す

良好な生活環境の整備による勤労世代の転入増で 

人口の維持 増加を目指す

自然と調和した住環境整備により 

多様な世代の転入促進で 人口の維持 増加を目指す

結婚 出産 子育ての希望をかなえ 

出生数の増による人口の維持 増加を目指す

高齢者福祉等の充実により 健康高齢者の増加を目指す

人口は現状維持とし 地域資源 観光資源を

活用した交流人口の拡大により地域の活性化を目指す

人口の維持 増加にはこだわらず 

暮らしの質の向上を目指す

その他

今後目指すべきまちづくりの方向性（複数回答・2つまで）

2.調査の結果

・今後目指すべきまちづくりの方向性では、「良好な生活環境の整備による勤労世代の転入
増で人口の維持･増加を目指す」、「自然と調和した住環境整備により多様な世代の転入促
進で人口の維持･増加を目指す」「人口の維持･増加にはこだわらず､暮らしの質の向上を目
指す」の順で回答が多くなっている。

2.7 守谷市が目指すべき姿
（2）今後目指すべきまちづくりの方向性
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